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菅 野 治 惠

１．はじめに

　社会が激しく変化し予測困難な時代，学校に

は，一人一人の生徒が自分のよさや可能性を認識

するとともに，多様な人々と協働しながら社会の

変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可

能な社会の創り手となることができるようにする

ことが求められている。城西大学理学部化学科で

は，「理科教育法」「理科教材研究」に加え，教育

の動向や課題を理解し，小論文の作成・発表，場

面指導，集団討論，面接等の演習を通して教師に

求められる知識・技能を習得し，実践力を身に付

けるため「化学教育演習Ⅰ」を平成１４年から３学

年に開講している。「化学教育演習Ⅰ」の授業内

容は，教育に関する諸法令，各種答申，理科教育

の課題，生徒指導に関する課題，教員の資質・能

力の向上力について，教育実習，「私の目指す教

師について」等多岐に渡る。ここでは，授業計画

と授業実践，学生の学びについて概要を報告し，

教員に求められる知識・技能の習得と実践力育成

の指導について考察する。

２．授業計画について

　「化学教育演習Ⅰ」を平成２５年から担当し，初

年度は教育情報，教育に関する小論文の作成，集

団討論を中心に授業計画を考えた。その後教育に

関する諸法令，各種答申，教育の動向や課題を加

え内容を充実させ，表１に示すような授業計画を

確立させた。

　「化学教育演習Ⅰ」は教師に求められる知識・技能の習得と実践力の育成を目指している。授

業内容は，教育に関する諸法令，教育振興基本計画，各種答申等，教育の動向や課題等の理解

と，諸課題解決のためのレポート発表，小論文の作成・発表，場面指導，集団討論等の演習であ

る。ここでは，令和３年度の授業内容と受講した学生の学びを基に「化学教育演習Ⅰ」について

報告する。

要　　旨

キーワード：化学教育演習，教育の動向と課題，場面指導，集団討論，学生の学び

実践報告

化学教育演習Ⅰ
～教師に求められる知識・技能，実践力の育成をめざして～

授業計画

１　ガイダンス　　場面指導

スケジュールに沿い講義内容や準備学習等について説明す

る。二学期当初の学級担任の学習指導や生徒指導について場

面指導できる。生徒が遵守すべき学習上や生活上の規律やそ

の指導について説明できる。

２　教育に関する諸法令等　　第３期教育振興基本計画　　

各都道府県教育振興基本計画（１）（２）

教育に関する諸法令等について説明できる。第３期教育振興

基本計画に示された教育政策の目標と施策について説明でき

る。各都道府県の教育振興基本計画や学校教育に関する基本

施策について説明できる。

３　幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（中央教育



城西大学教職課程センター紀要  第７号

26

３．実践内容

３－１授業の概要

　「化学教育演習Ⅰ」の１５回の授業は，①～③に

大別される。

①教育の動向について「教育振興基本計画」「中

教審答申」「学習指導要領」などをレポートにま

とめ，発表を通して理解する。（第２回，第３

回，第１１回）

②グループワークや討論等通して，理科教育の課

題と求められる授業，PISA調査やTIMSS調査の

概要と課題について理解する。「主体的・対話的

で深い学び」の授業改善や指導と評価等具体例を

通して考察する。（第４回，第６回，第１４回，第

１５回）

③小論文の作成・発表，場面指導，集団討論，面

接等を通じて，教師に求められる資質・能力，実

践力を身に付け，生徒指導，学級経営などの課題

る。

１１　チームとしての学校（１９）

「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」

（中央教育審議会答申）に示された，「チームとしての学校

の在り方」「チームとしての学校」を実現するための改善方

策等について説明できる。

１２　教育関係主要法令　　個人面接，集団面接

教育に関する主要法令について説明することができる。個人

面接や集団面接を通して法令の関連や内容等について確認し

説明することができる。

１３　いじめについて（１５）（２０）（２１）　　小論文作成，場面指導

いじめ防止対策推進法，いじめ防止等のための基本的な方針

（地方公共団体）について説明できる。いじめの解消のため

の指導について，各自まとめると共に班で話し合い発表す

る。

１４　教師となって

教育実習から学んだ「教師に求められること」について，上

級生の話を聞き教育実習に向けての努力事項をまとめること

ができる。

１５　私の目指す教師について（２２）（２３）

「私の尊敬する教師」「私の目指す理科の教師」についてま

とめ発表することができる。

審議会答申）（３）　学習指導要領について（４）（５）（６）（７）（８）（９）

①「何ができるようになるか」②「何を学ぶか」③「どのよ

うに学ぶか」④「子供一人一人の発達をどのように支援する

か」⑤「何が身についたか」⑥「実施するために何が必要

か」について説明できる。学習指導要領について説明でき

る。

４　中・高等学校を通じた理科教育の課題　　小論文につい

て

生徒の学習到達度調査（PISA調査），国際数学・理科教育動

向調査（TIMSS調査）等の概要と調査結果から見えてくる

課題について説明できる。（１０）（１１）（１２）（１３）「主体的・対話的で深

い学び」の視点による学習指導の改善について説明できる。

小論文について説明できる。

５　何が身についたか　－学習評価の充実－（１４）　　集団討

論

学習評価の意義等，評価の三つの観点，評価に当たっての留

意点，多面的・多角的な評価，学習指導と学習評価のPDCA

サイクル，「指導と評価の一体化」について説明できる。個

に応じた指導，わかる喜びを実感し主体的に学習に取り組み

意欲を高める学習指導について集団討論する。

６　事故防止，薬品などの管理及び廃棄物の処理　　　探究

の過程について（６）（８）

理科の学習への興味・関心を高め，科学的に探究する能力を

育成する，観察，実験，野外実習，調査等を安全で効果的に

行うための薬品の管理，実験中の事故防止，廃棄物の処理等

について説明できる。探究の過程についての理解，観察・実

験等の基本的な技能を養う授業を計画できる。

７　教育に関する諸課題　　生徒指導上の諸問題（１５）（１６）（１７）

に関する小論文作成

「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」

（文部科学省）に示された不登校の推移やきっかけについて

説明できる。生徒指導上の諸問題を解決するために担任とし

て実践することを小論文にまとめることができる。

８　信頼される教師を目指して　　集団討論

「生徒，教職員，保護者，地域から信頼される教師」とはど

のような教師か。「信頼される教師」を目指して努力するこ

とについて集団討論し発表する。発表を参考に信頼される教

師について各自まとめることができる。

９　教員の資質・能力の向上について（１８）　　教育に関する

小論文作成

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上につい

て」（中央教育審議会答申）に示された資質能力等について

説明できる。「学び続ける教師」について小論文を作成する

ことができる。

１０　生徒を生かす学級経営について　　集団討論

学級経営の内容，学級経営の実際について説明できる。「生

徒にとって魅力ある学級とはどのような学級か」集団討論す

る。学級経営案を作成し，目指す学級経営について説明でき
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に対応できるようにする。（第１回，第５回，第

７回，第８回，第９回，第１０回，第１２回，第１３

回）

３－２　授業実践

　授業をどのように実践しているかを第１回の場

面指導と第１４回の授業を例に示した。また複数回

の授業で取り上げた，小論文の作成・発表，場面

指導，集団討論，面接については，（３－２－３

～３－２－６）に示した。

３－２－１　第１回授業

第１回　ガイダンス　場面指導（表１より）

場面指導の内容

　二学期が始まり，始業式後教室に生徒が戻って

きました。二学期最初の学級指導です。あなたは

担任として学級の生徒にどのような話をします

か。実際に話してください。校種や学年について

は各自設定してください。

授業後，学生は下記課題を期限までに提出する。

第１回授業後提出課題

　課題１　二学期が始まる前にあなたが①教科担

任として②学級担任として準備しておくことを書

きなさい。

　課題２　第１回講義で学んだ事を書きなさい。

第１回　自己評価

　ガイダンス（Ａ　Ｂ　Ｃ）

　場面指導　　（Ａ　Ｂ　Ｃ）

提出された課題は，各回で学生の学んだことを，

次回授業で解説し，学生の多様な学びを全学生で

共有した。

第１回の講義で学んだこと

・生徒に話す時は，生徒をよく見，変化を確認し

ながら話しかけることが大切だと思った。教師が

生徒に質問した内容に対して，生徒の反応を予測

し生徒の考えが深まるよう整理し，会話すること

が必要である。

・声の大きさ，話すスピード，視線や表情など意

識して行うと，二学期始めの学級全体の雰囲気づ

くりが上手くいくのではないかと考えた。

・生徒にとって居場所があるという安心感がある

教室をつくることにより，生徒は「二学期も頑張

ろう」という気持ちができると思った。

３－２－２　第１４回授業

第１４回　教師となって　（表１より）

　教育実習から学んだ「教師に求められること」

について，４年生の話を聞き教育実習に向けての

努力事項をまとめることができる。

４年生の授業

　中学校１年理科　単元名　動物のなかま

　４年生の師範授業では，　①指導案②授業展開

の工夫③生徒についての実態調査・意識調査④教

材研究⑤教員に求められる資質・能力等⑥教師の

在り方等，４年生から多くを学んだ。

　教育実習に関する準備，教育実習中注意するこ

と，教員採用選考試験等の質疑応答を行った。

第１４回講義で学んだこと

・授業はどのような工夫をして生徒に興味をもた

せるのか，よく分かりました。ワールド・カフエ

形式で意見交流しましたが，全員が積極的に意見

交換しやすく良い方法でした。大学生の私たちも

盛り上り学ぶことができ，このような授業を実践

したいと思いました。指導案を作成する際は，実

態調査を通して生徒を良く理解すること。私も教

育実習では生徒をよく見，理解し授業ができるよ

う頑張ります。

・指導案作成，模擬授業では，生徒の実態を踏ま

え，授業中は机間指導など常に生徒のことを考え

生徒に寄り添う先生の姿が印象的でした。第一に
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生徒たちが「楽しい」「もっと学びたい」と感じ

る授業が大切であると改めて感じました。しっか

り準備して教育実習に臨みます。

３－２－３　小論文の作成・発表

　「小論文の書き方」について資料や具体例を通

して指導後，６０分８００文字程度の小論文を書か

せ，個別に添削指導を行った。作成した小論文は

発表後①論題の捉え方②記述内容③課題等につい

て相互評価し論題について再度考えを深めさせ

た。論題例の一部は下記の通りである。

論題例１　埼玉県教育委員会が求める教師像の３

つの中の１つに「健康で明るく人間性豊かな教

師」があります。あなたはこのことをどのように

捉えますか。あなたの考えを述べなさい。

　また，あなたは，「健康で，明るく，人間性豊

かな教師」であるために，日々，どのような努力

をし，どのような教育実践をしていますか。具体

的に述べなさい。

（令和４年度埼玉県公立学校教員採用選考試験

（小・中学校等）論文試験）

論題例２　教員には，子供を愛する「優しさ」と

「厳しさ」が必要です。あなたは，教員の「優し

さ」と「厳しさ」をどのように捉えますか。

　あなたは，そのことを踏まえ，一人一人の生徒

が教師や友達との「出会い」「ふれあい」「学び合

い」を通して成長していくことのできる学級経営

をどのように行っていきますか。具体的に書きな

さい。

論題例３　理科の特質を踏まえ，課題の把握，課

題の探究，課題の解決という探究の過程を通じた

学習活動を行い資質・能力を育成することが求め

られています。あなたは，単元と内容や時間のま

とまりを通して，どのように「主体的・対話的で

深い学び」の視点による授業改善を行いますか。

具体的に書きなさい。

小論文の作成・発表について学んだこと

・何を聞かれていて，何に対してどう答えればよ

いのか考え，構想を練ってから書き始める。

・時間配分，序論，本論，結論など書いていくう

ちに，段々と書き方が理解できるようになってき

た。書き続けることが大切だと思った。

・どのように実践していくか，具体的な実践例を

書くことが難しいと思った。焦ってしまい漢字が

分からなくなってしまうことがあった。

・学習指導要領，答申等学ぶ時，常に理解した内

容をどのように実践していくか，考えることが，

小論文作成で大切であると学びました。

３－２－４　場面指導

　「場面指導で大切なこと」について指導後，場

面指導を行い，相互に良い点，改善点等を話し合

った。テーマには，生徒指導，学級経営，保護者

対応，最近のニュース等を取り上げた。その課題

例は下記の通りである。

課題例１　あなたは，中学校２年生の担任です。

「どっか行けよ。」「うるせぇなあ。」「ふざけんな

よ。」など日常会話の中で，生徒のことば遣いが

気になります。あなたは担任として，この学級に

どのような指導をしますか。

課題例２　あなたは，中学２年生の担任です。給

食当番をしていた生徒が誤って食缶をこぼしてし

まいました，食べるものが減ってしまって不満を

言う生徒がいます。あなたは担任としてどのよう

に指導しますか。

課題例３　真鍋淑郎さんが，ノーベル物理学賞を

受賞しました。真鍋さんの研究や生き方につい

て，どのように中学生に話しますか。

場面指導について学んだこと

・短い時間で話しの構成をしっかり考えることが

大切であり，生徒の反応も想定しながら臨む。

・いかにその場面の雰囲気づくりに努めるか。話
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す内容をどのように伝えるか考え，声の大きさ，

強弱も聞きやすさに影響があることが分かった。

・実際にやられた生徒の気持ちを聞き，その感情

を理解し，やられた人の感じたことをクラスで共

有することが大切である。明確なイメージをもっ

て指導を行う。生徒に何がいけなかったのかをき

ちんと伝えることも大切である。

３－２－５　集団討論

　「集団討論の進め方」について具体例を通して

指導し，その後課題について３分間考え，３０分間

で討論を行い最後の１０分でまとめ発表させた。評

価は下記集団討論項目に従いＡ～Ｄの４段階で評

価させた。

集団討論課題例１　学習指導要領では，言語能力

や情報活用能力などの教科横断的な視点に立った

資質・能力の育成が求められています。学校でど

のような取り組みができるかグループで意見をま

とめなさい。

集団討論課題例２　皆さんは，同じ学年の先生た

ちです。子供の「生きる力」を育むために社会奉

仕体験活動や自然体験活動を実施します。どのよ

うな体験活動を行うか討論しまとめまで出しなさ

い。

集団討論評価項目

１　積極性　２　コミュニケーション能力

３　貢献度　４　表現力　５　誠実さ

集団討論について学んだこと

・問題を見て，何について話し合いをしなければ

ならないのか，きちんと理解すること。話し合い

がずれていたら指摘すること。そしてみんなで確

かな結論が出せるよう意識して討論することが大

切だと思った。

・自分の意見を発言しつつ，相手の意見を尊重し

て発言することが大切である。短時間で自分の意

見をまとめ，発言するのは難しく，分かり易く簡

潔に伝える力が重要になると感じました。

・質問が多いと討論の時間が限られてしまう。早

い段階でそれぞれが回答をまとめる事を意識する

と深い内容の討論になると思った。

・日頃から，新聞やネットの記事を読み，積極的

に情報を収集しておくことが大切である。

３－２－６　個人面接・集団面接

　「面接の受け方」について具体的に例を示し指

導した。その後，面接官，面接者，記録者等とし

て役割分担を決め，面接練習を行った。その際の

質問内容は過去面接試験で出題された質問や学生

が考えた内容である。面接の評価項目を下記の５

項目とし，面接終了後，評価結果と課題について

話し合い，振り返りを行った。

個人面接評価項目

１　意欲・情熱　２　明朗性・協調性

３　判断力　４　倫理観　５　使命感

集団面接評価項目

１　教職への理解　２　指導力　３　経験

４　判断力　５　協調性・社会性

集団面接について学んだこと

・個人面接より短く簡潔に結論を先に述べる。答

申等，しっかり学び考えを深めておくこと。

・他人の意見を聞いて大多数のキーワードがあっ

たとしても，自分の意見を流されないように発言

することが大切である。

・意見が同じようになってしまうことも考えられ

るので複数の回答を準備しておくこと。

・他の人と意見が同じだった場合は，その意見に

更に自分の意見を加える事が大切である。

４．「化学教育演習Ⅰ」の成果

・「化学教育演習Ⅰ」に，学生は熱心に取り組

み，授業で学んだ後，教育情報に関心を持ち，更
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に深く学ぶようになった。

・レポート発表，場面指導，集団討論等の演習

は，教師に求められる実践力を，仲間と共に学ぶ

時間として有効であり，毎回の授業後の提出課題

の内容からも学生が実践力の向上を実感している

ことがわかる。

・小論文の作成・発表については，添削後個別指

導を行い，相互に発表することを通して考え方が

広がり回を重ねると構想を練り，課題に正対でき

るようになってきている。

・「化学教育演習Ⅰ」での学びは，教員採用選考

試験の結果にも繋っている。

５．学生からのコメント

　「化学教育演習Ⅰ」について，受講した学生は

下記のように記述している。

・「化学教育演習Ⅰ」は，魅力ある教師になるた

めの知識・技能や，今日理科教育に必要とされて

いるものなどを学び，自身の中の教育観や理想の

教師像を見つめ直し，常に刷新できる時間でし

た。また，共に教師を目指す仲間と学び合えたこ

とで，自分の発想と相手の発言とを組み合わせ，

視野が広がり，自分の考えを深めることができま

した。

・先生は，学生の意見や質問を丁寧に聴いてくだ

さり，そのコメントからだけでなく，先生の一生

懸命な姿勢から，「子供に寄り添う教師」の姿勢

を学ぶことができました。

・教師として解決が求められる課題について，小

論文や個人面接，集団面接，集団討論，場面指導

など演習として自ら体験するだけでなく，友人の

姿を見て同時に学ぶことができました。

・「化学教育演習Ⅰ」は，先生と教師を目指す仲

間の全員で学び合える時間であったと思います。

６．終わりに

　「化学教育演習Ⅰ」を９年間担当した。

　変化の激しい社会を生き抜いていける人材を育

成するためには，教師は常に探究心や学び続ける

とともに情報を収集し活用する能力や構造化する

力が求められる。また学習指導に関する諸課題，

生徒指導に関する課題に対応できる実践力の育成

と新たな課題である「主体的・対話的で深い学

び」の授業改善，ＩＣＴの活用等に対応できる力

量を高めることが必要である。そこで「化学教育

演習Ⅰ」の授業もアクティブラーニングの視点か

ら常に改善して実践し，演習を通して，教師に求

められる資質・能力の育成を目指した。またコア

カリキュラムとコアカリキュラムが繋がるように

考え授業計画を作成した。

　城西大学の教職を目指す学生は，教育に対する

使命感と情熱があり，よく努力する。「化学教育

演習Ⅰ」がそれぞれの学生の目指す「学び続ける

教師」の基盤になっていると考える。
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